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研究概要

肺高血圧症の新規治療薬を指向した
イオンチャネル・受容体創薬
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肺高血圧症分類の第1群である肺動脈性肺高

血圧症(PAH)は、肺動脈平滑筋の攣縮や肺血

管リモデリングに起因する難病です。発症後の予

後は極めて不良であり、5年生存率は約50%で

す。PAHの発症や病態機構は、ほとんど分かって

いません。近年、数種類の治療薬が開発されまし

たが、依然として十分な薬物治療が確立されたと

は言い難い状況です。そのため、既存薬とは異な

る作用機序の治療薬が切望されています。
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ライフサイエンス

肺動脈性肺高血圧症(PAH)の分

子機構の解明のみならず、新規PAH

治療薬の開発、さらには肺高血圧症

治療ガイドラインの確立にも大きく貢

献できると考えています。
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関連する論文

肺動脈性肺高血圧症(PAH)で発現変動する
イオンチャネル・受容体を標的とした新規治療薬
を開発します。
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肺高血圧症に関連するイオンチャネル・受容体


